
支援者のための支援センターTOMONY 

今回のカフェは、話題提供（１部）と交流会（2部）です。 

現状を確認し、今後の支援や連携協働につなげていきましょう！ 

 

 

～仮設住宅の支援者支援から見える今・そしてこれから～ 
 

＊話題提供： 鈴木 守幸さん （宮城県サポートセンター支援事務所 所長） 

 

＊日時：2014 年 7 月 18 日（金）18:30〜20:30 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊参加費：５００円  

軽食、飲み物、ビールを準備予定です♪ 

＊定員：２５名（先着順） 

準備のため、ご参加の場合は事前にお申し込みを♪ 

 

＊会場：仙台市市民活動サポートセンター 

研修室５ 

仙台市青葉区一番町四丁目 1-3 TEL 022-212-3010 

 

＊会場までの案内 
     地下鉄広瀬通駅 西 5 番出口すぐ 

市営バス「商工会議所前」徒歩 3 分 

 

 

●お申し込み方法                 FAX：022-299-4322   メール：office@tomonyjapan.com 

FAX か E メールで、①お名前 ②ご所属 ③電話番号 ④E メールアドレス、をお知らせください。 

 

■主催 ： 支援者のための支援センターTOMONY 

〒９８３-０８５２ 仙台市宮城野区榴岡 2-3-15 花本ビル８Ｆ http://www.tomonyjapan.com/ 

宮城県サポートセンター支援事務所（宮城県が宮城県社会福祉士会に委託）は、2011年 9月に開設し

ました。今回の震災で、津波被害の甚大な市町の仮設住宅に設置されるサポートセンターとそのスタ

ッフ(支援員等)へのバックアップを行うところです。活動内容としては、①支援者のための研修の実

施、②専門職、アドバイザー派遣、③支援者へのヒアリング訪問、④地域福祉コーディネート技術研

修の開催など。現在被災地では、仮設住宅から災害公営住宅等への移住が始まっています。被災者の

方々の生活再建に向けての個別的な課題にしっかりと寄り添っていくと同時に、住民主体のまちづく

り、地域福祉の実現に向けて、支援していく仕組みが求められています。 

 


